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観察記録を

共有するSNS
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世界中の

ナチュラリストが
クラウドソーシングで
同定を支援



類似のサービスは
多数あるが…

・全生物統合
・優れたUI（日本語版も）

・研究グレード

・AI自動判定
・Netflixや世界自然保護基金からの
資金提供（お金は大事）





複数写真アップロード可

和名にも対応

採集地+日付

同定は投票制

全体的に日本語対応



「日本で採集された菌類」の一覧



「自分が採集した菌類」の分布図



基本データ（有効な日付、場所、写真or音声等）

の完備に加え（栽培種でないことも必須）、

同定結果に

2/3の合意が必要



研究グレードの観察記録は

相互作用データは にも

に自動で反映される



地球上の全生物…およそ

そのうち菌類…およそ



A.
（2022年3月時点）







Svampe Atlas
（デンマークきのこアトラス）
約100万枚の品質チェック済写真

→約1,500種、

10万枚超の
写真を選抜し、
コンペ用データセットと
して提供



AI自動種判定
→菌類の精度は今一つ

・近くで見られたかを加味

…データ蓄積で精度向上？

・形質やフェノロジーのデータは
おそらく使用されていない



•学術的利用も盛ん
•誰かが思いもよらない活用をするかも

•統計処理により新しい知見が得られるかも

朝日新聞デジタル 2018/6/19



バイオブリッツ…
本質的には私たちの「菌類観察会」とやっていることはおんなじだ



と を

どう連携させていくか？



野外観察
↓

iNatへの投稿・管理の
一連のプロセスの

効率化・標準化・自動化

• 「バルクインポート」の
工夫ができればよいが…

• APIも活用したい
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2年前の研修では

を使用

・保存期間に

制限あり

・操作が

分かりづらい
・ログイン・パスワード等



その日に撮った写真を一括DL



https://huggingface.co/spaces/Atsushi/kinoko-mini-AI



AI判定+バルクインポートを試してみる



①iNatアカウント or 特定の観察記録を

グループで共有できる？
追加の写真（顕微鏡含む）・DNA配列データなどを
メンバーが後から手軽に追加できるとよい

②研究者と市民科学者の交流活性化

専門分野・コントリビューションの可視化




